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人間のさまざまな薬物摂取に社会的な要因が関係することは指
摘されてきたが、動物実験でこの社会的要因を明らかにした研究
はなかった。覚醒剤などの乱用薬物の強化効果（快感）は条件性
場所選好という実験によって測定される。これは環境が異なる 3
区画からなる実験箱での各区画への滞在時間を指標とするもので
ある。壁が白、灰色または黒で床が網、塩化ビニール、グリッド
の 3 つの区画からなる実験箱を用い、まず 1 群のマウス（C57/
Bl）に 3 区画を自由に移動させて、それぞれの区画での滞在時間
を計る。次にメタアンフェタミン（ヒロポン）を注射してある区
画（白か黒）に 40 分閉じ込める。翌日は生理食塩水を注射して
ヒロポンの時に使わなかった方の区画に 40 分閉じ込めまる。こ
の訓練を 3 日間づつ交互に繰り返し、その後、3 区画を自由に移
動できるようにして各区画の滞在時間を再度測定する。マウスは
ヒロポンを注射して閉じ込められた区間での滞在時間が長くなっ
た。これはヒロポンの強化効果を示すものである。2番目の群では、
2 頭づつ一緒に注射をした。ある個体がヒロポンの時は仲間もヒ
ロポンの注射を受け、一緒に同じ区画に閉じ込められる。このよ
うにすると 1 頭でヒロポンの注射をされた場合よりもヒロポン区
画での滞在時間がより長くなる、つまりヒロポンの効果がより強
くなることがわかった。3 番目の群では 2 頭一緒に注射されるが
注射されるものを逆にした。つまり自分がヒロポンの時に仲間は
生理食塩水、自分が生理食塩水の時は仲間がヒロポンの注射を受
ける。このようにすると、2 頭で同じ注射をされた時のような促
進効果は見られなかった。この研究は覚醒剤での社会的促進の最
初の報告であると同時に仲間がいればいいというのではなく、仲
間も同じ状態（ヒロポン摂取）であることが決定的に重要である
ことを示したもので、人間で経験的に言われてきた薬物摂取に及
ぼす社会的要因が動物実験で検討できることを示したものである。
（本研究は Behavioral Pharmacology,23,203-207 に掲載され、国

内外にプレスリリースを行った）

Understanding the effects that drug use and social interac-
tions have on each other is crucial to understanding the 
development of drug abuse. There are many examples of 
social facilitation of drug effects. For example, people tend 
to drink more when they are with other drinkers, and often 
start smoking if they have smoking friends.  Here, I fo-
cused on the pharmacological state of social partners and 
reported the effects of drug injections in mice whose cage 
mates were also, or were not, injected with the drug.  The 
reinforcing property of methamphetamine was examined 
in a social context using a conditioned place preference 
(CPP) paradigm in mice. The paired and control-paired 
groups both received CPP training with a cage mate. In the 
paired group, both mice were injected with methamphet-
amine (2 mg/kg), or both were injected with saline. The 
control-paired group received CPP training with their cage 
mate but treatment was reversed: When one mouse was 
injected with drug the other was injected with saline. For 
the paired group, the methamphetamine injection enhanced 
the reinforcing effect of the drug in comparison to mice 
that had undergone the conventional CPP in a single sub-
ject design.  On the other hand, the control-paired group 
did not show such a social enhancement effect. The present 
results suggest that sharing the same experience is crucial 
for the social enhancement of the methamphetamine rein-
forcing effect and also suggest possibility of animal ex-
periment on social factors in human drug abuse.
(This research appears on Behavioral Pharmacolo-
gy,23,203-207)

全く未知の Samuel JK Abraham 博士から突然メールが送ら
れてきた。内容は 2 月 12 日（ダーウィンの誕生日）に印度で行
われる Darwins Day のシンポジウムにビデオ参加でもいいから
参加して欲しいというものだった。これは International Darwin 
Day Foundation が企画したもので、僕もよくわからないが、米
合衆国においても Darwin week という行事などが行われたらし
い。特に米国において進化論はなお多くの攻撃にさらされている
ので、ダーウィンの誕生日に因んで進化論および科学的な考え方
の正当性のキャンペーンをするようなものらしい。このシンポジ
ウムでは本来、オンラインでの討論をしなくてはならないのだが、
当日は先約があり、ただビデオを送るだけならば参加できると
いったところ、それでも構わないということなので GCOE 研究員
の一方井さんに手伝ってもらってビデオ収録をした。東館 6 階の
ビデオ設備は大変整っており、それらしいビデオを送ることがで
きた。もっとも全く聴衆のいない舞台で講演をするのはかなり奇
妙な経験だったが。

内容は性選択と美学に関するもので、すこし前に同じ趣旨の講
演を巴里でしているので、より進化に力点を入れた講演にした。
日本学術会議の雑誌「学術の動向」にも類似の論文『動物の美学—
比較認知科学のアプローチ―』を載せているので興味のある方は
参照されたい。

論理と感性の研究において進化的な研究は随分迂遠な研究だと
思われるかもしれないが、感性はもとよりわれわれの論理もまた

系統発生的随伴性（選択圧）によって形成された部分があること
は否定できない。しかし、一方において形式論理はわれわれの日
常推論における生態学的制約を解放したと考えることもできる。
今後、本拠点においてもさまざまな問題の進化的起源が明らかに
されることを望むものである。

12th February is birth day of Charles Darwin.  There were 
several events to celebrate the birth day all over the world 
including USA where evolutionary theory has been still 
attacked. One of such celebrating events was Darwin Day 
Symposium in India. Dr. Abraham asked me to contribute 
to the symposium. Unfortunately, I was busy on that day 
and decided to send a vide lecture to India. I talked on 
sexual selection and aesthetic. On January I gave a similar 
lecture in Paris, so this time emphasized Darwinian ap-
proach to aesthetics.
  Study of phylogeneitc contingency or evolutionary origin 
is crucial to understand 
human logic and sensi-
bility. I hope our GCOE 
clarify the evolutionary 
origin of many aspects 
of human logic and sen-
sibility.

2011 年 5 月 15 日、 東 館 G-SEC Lab に て シ ン ポ ジ ウ ム 
“Introspection in Humans, Animals, and Machines”が開催された。
メタ認知や意識の問題につながる、現代の認知科学でも注目を集
めている話題の「内省」をテーマに、ヒト、動物、ロボットの各
分野からの研究者が議論を行った。本シンポジムの当初の予定は、
人文グローバル COE 拠点リーダーの渡辺茂教授が知り合ったフ
ランス ENS の Jérôme Sackur 准教授を招聘するものであった。
しかしながら、準備中に発生した東日本大震災の影響で Sackur
先生は来日予定延期となり、急遽講演ビデオを送付いただいての
開催となった。この他、日本人話題提供者 5 名による各 1 時間の
講演が行われ、充実した内容となった。

渡辺茂教授による開会挨拶の後、午前のセッションは動物の認
知研究の話題が中心となり、まず宮田裕光が動物のプランニング
能力に関する研究を紹介した。次いで京都大学の後藤和宏博士か
ら、動物のメタ認知から内省能力を探るアプローチの研究動向が
示された。さらに帝京大学の草山太一講師より、霊長類および鳥
類における自己鏡映像認知の知見が紹介された。午後はヒトおよ
びロボットのセッションと題し、まず慶應大 CARLS の増田早哉
子助教が、ヒトの内観が不完全または報告困難である事例につい
て紹介した。続く Sackur 先生のビデオでは、反応時間報告など
の古典的な心理実験課題を用いつつ、被験者の内観を検討する研
究が紹介された。最後に、慶應大システムデザイン・マネジメン
ト研究科の前野隆司教授から、感覚質としての意識を幻想体験と

みなす限りにおいて、意識を持つロボットは作れるのではないか
という提案がなされた。哲学や文化的視点も含めた多彩な内容の
総合討議がなされた後、渡辺教授の閉会挨拶となった。

私はこうしたシンポジウムの幹事を任されるのは初めてだっ
たので、当日を除くとアレンジの事務的な部分が勉強だった印象
であった。途中で震災やそれによる計画変更もあった中、今回の
結実は私自身の一里塚でもあり、分野を跨ぐこのような討議の機
会が意識探求の結節点ともなっていくことをも予感できた一日で
あった。 （宮田裕光）

A symposium on introspection was held on 15th May, 
2011. Professor Sackur provided a video lecture and five 
speakers introduced studies on introspection and con-
sciousness in humans, animals, and robots.
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2011年度ＭＲＩ講習会
4月16日
三田キャンパス
第一校舎104教室

研究成果発信・
支援プログラム

梅田聡
染谷芳明

梅田雅宏
（明治国際医療大学　医学教育研究センター医療情報学
ユニット、日本磁気共鳴医学会理事）

バイオサイコシンポジウム
Translating Experimental 
Therapeutics from Lab to Clinic: 
Stem Cell Therapy for Stroke

4月18日
三田キャンパス
東館4階セミナー室

脳と進化班 渡辺茂 Cesario Borlongan博士（University of South Florida）

Introspection in Humans, Animals, 
and Machines

5月15日
三田キャンパス
東館6階G-SEC Lab/
5階交流スペース

脳と進化班
渡辺茂
宮田裕光

Jerome Sackur（仏・ENS）、草山太一（帝京大学）、
後藤和宏（京都大学）、渡辺茂（脳と進化班）、
前野隆司（慶應義塾大学）、増田早哉子（脳と進化班）、
宮田裕光（学振PD・渡辺研）

海馬の基本機能の計算モデル
5月19日
三田キャンパス
東館4階セミナー室

脳と進化班 渡辺茂 石崎俊先生（湘南藤沢）

英文論文執筆のための講習会 2011
5月21日
三田キャンパス
北館大会議室

脳と進化班 小嶋祥三 小嶋祥三

読み書きそろばん
―文化能力の神経メカニズム―

5月25日
三田キャンパス
塾監局第3会議室

脳と進化班 渡辺茂
中村仁洋（国立障害者リハビリテーションセンター研究所
脳機能系障害研究部・高次脳機能障害研究室）

薬物摂取による快感は社会的要因にも依存する
Drug-induced Pleasure Depends on Social Factors

印度における International Darwin Day へのビデオ参加
Video Participation to Darwin Day Symposium　　　（2月12日）

Introspection in Humans, Animals, and Machines
ヒト、動物、機械における内省

（5月15日　三田キャンパス東館6階G-SEC Lab）


